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曙
覧
の
「
志
濃
夫
廼
歌
集
」
に
見
え
る

日
の
ひ
か
り
い
た
ら
ぬ
山
の
洞
の
う
ち
に

火
と
も
し
入
て
か
ね
掘
出
す

以
下
八
首
の
鉱
山
労
働
の
歌
に
つ
い
て
は
、
曙

覧
の
紹
介
者
子
規
が
特
に
激
賞
し
た
に
始
ま
り
、

そ
の
取
材
範
囲
の
広
さ
、
精
細
な
描
写
、
連
作
体

の
表
現
様
式
に
、
多
く
の
歌
壇
人
、
識
者
た
ち
を

味
到
さ
せ
、
賛
辞
の
的
と
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の

歌
の
対
象
と
な
っ
た
鉱
山
は
、
勝
山
市
荒
土
町
の

堀
名
銀
山
で
(
子
規
、
御
風
な
ど
飛
騨
の
国
と
誤

っ
て
い
る
が
)
今
は
廃
坑
、
も
う
久
し
く
な
る
。

曙
覧
が
、
は
る
ば
る
ζ

の
銀
山
に
出
向
い
た
の

は
、
当
時
幕
吏
と
し
て
、
乙
の
銀
山
開
発
に
当
っ

て
い
た
飛
騨
高
山
の
旧
友
、
富
田
礼
彦
を
訪
れ
た

、
も
の
で
、
は
し
書
、
き
に
も
し
る
さ
れ
、
問
題
の
八

首
の
外
、
礼
彦
へ
ょ
せ
た
十
首
の
詠
草
が
み
の
り
、

如
何
に
感
興
の
深
か
っ
た
か
が
し
の
ば
れ
る
。

富
田
礼
彦
は
、
国
学
を
田
中
大
秀
に
、
漢
学
を

赤
田
章
斎
に
学
び
、
著
書
に
、
十
八
社
考
、
斐
太

後
風
土
記
、
三
郡
沿
革
な
ど
の
郷
土
誌
巻
は
じ

め
、
詩
歌
集
、
随
筆
と
三
十
余
種
が
あ
り
、
曙
覧

と
の
交
遊
は
同
門
(
曙
覧
が
穴
馬
の
険
を
胃
し

て
、
師
の
門
を
た
た
い
た
の
は
三
十
三
歳
の
時
、

弘
化
四
年
一
八
四
七
)
、
詩
文
の
友
と
し
て
堅

く
結
ぼ
れ
た
も
の
、
年
も
隈
覧
と
は
一
年
長
そ

の
情
誼
の
乙
ま
や
か
さ
は
、
歌
集
中
乙
の
堀
名
行

十
世
自
に
尽
き
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
外
、
歌
集
中
に
は
、
な
く
し
た
娘
の
と
ぶ

ら
い
と
、
五
十
賀
に
ょ
せ
た
二
首
が
あ
り
、
ま
た

同
門
飛
騨
の
山
崎
弘
泰
の
死
去
を
、
礼
彦
が
報
じ

て
い
る
の
が
見
え
、
残
さ
れ
た
書
簡
は
少
い
が
、

終
生
(
礼
彦
の
残
年
は
、
明
治
十
年
|
一
八
七
七

五
月
三
日
、
六
十
七
歳
、
曙
覧
よ
り
九
年
後
)

消
息
が
か
わ
さ
れ
た
。
曙
覧
の
知
己
朋
友
の
う

ち
、
郷
外
の
た
だ
一
人
と
し
て
、
礼
彦
と
の
こ
の

親
交
は
、
曙
覧
伝
記
の
一
章
に
欠
か
し
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

礼
彦
は
幕
領
飛
騨
高
山
(
元
禄
五
年
以
前
は
金

森
藩
)
の
郡
代
所
に
出
仕
し
て
、
地
役
人
頭
取
と

な
り
、
度
々
郡
代
に
建
言
し
て
は
、
道
路
の
開
発

改
修
、
備
荒
倉
の
設
置
な
ど
領
内
民
福
の
た
め
に

献
身
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
当
時
同
じ
公
料

地
で
あ
っ
た
越
前
堀
名
村
(
ほ
り
み
よ
う

l
堀
明

と
も
書
く
)
の
鉱
山
を
、
御
用
銀
山
と
し
て
開
発

す
る
乙
と
に
な
っ
た
の
も
、
礼
彦
の
進
言
で
あ
り

自
ら
そ
の
掌
に
当
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

堀
名
銀
山
の
発
見
は
、
嘉
永
年
聞
の
乙
と
、
村

名
主
島
田
弥
兵
衛
の
手
に
よ
っ
て
詰
堀
を
見
て
い

た
。
命
を
お
び
て
礼
彦
が
、
高
山
を
出
発
し
た
の

は
安
政
六
年
|
一
八
五
九
l
十
月
、
穴
馬
道
を
下

っ
て
堀
名
に
着
任
し
た
。
古
老
聞
の
い
〉
伝
え
に

よ
る
と
、
こ
の
時
、
入
山
の
お
上
の
一
行
は
、
日

の
丸
に
「
御
用
」
の
立
札
も
物
々
し
く
、
一
ニ
頭
の

荷
駄
の
千
両
箱
に
は
、
村
を
挙
げ
て
の
出
迎
え
ど

も
眼
を
見
張
っ
た
と
い
う
。
名
主
格
島
田
弥
三
郎

方
(
試
掘
の
弥
兵
衛
万
)
に
く
つ
ぬ
ぎ
し
、
程
な

く
石
倉
惣
右
衛
門
方
を
当
座
の
宿
に
あ
て
た
が
、

上
役
も
昼
は
手
弁
当
に
て
、
営
々
鉱
事
を
督
励
し

た
も
の
、
採
掘
し
た
鉱
石
は
、
同
家
の
二
聞
に
五

間
建
て
の
長
い
土
蔵
を
借
受
け
て
置
場
と
し
た

が
、
そ
の
重
さ
に
床
板
も
落
ち
る
始
末
、
飯
場
の

要
米
一
日
四
俵
、
女
手
の
立
回
り
も
忙
し
く
、
千

石
ど
お
し
ぞ
漏
れ
た
小
米
の
類
は
、
惜
し
気
も
な

く
振
舞
う
な
ど
、
公
儀
の
労
役
に
使
料
に
村
は
に

わ
か
に
う
る
お
い
活
気
づ
い
た
と
い
う
。

礼
彦
の
堀
名
在
職
は
半
年
余
と
見
ら
れ
、
こ
の

間
の
消
息
は
、
「
越
路
の
日
記
」
一
巻
と
な
っ
て

残
さ
れ
た
。
着
任
聞
も
な
い
同
年
十
二
月
一
目
、

礼
彦
は
本
保
代
官
所
へ
の
挨
拶
を
兼
ね
、
曙
覧
訪

問
を
楽
し
み
に
府
中
に
向
っ
た
o

日
記
に
は
、
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晩
雪
ふ
る
、
堀
名
銀
山
を
立
出
で
、
小
舟
渡
と

い
へ
る
舟
渡
し
に
て
、
夜
は
ほ
の
ぼ
の
と
明

け
ぬ
。
山
王
、
古
市
な
ど
い
う
里
う
ち
過
ぎ

て
ー
ー

と
、
見
え
る
。
曙
覧
を
訪
れ
た
の
は
、
本
保
か

ち
の
帰
途
、
白
髪
も
眼
立
っ
て
老
い
た
二
人
の
学

友
は
、
久
々
に
旧
情
を
温
め
、
旅
宿
で
の
一
夜
の

歓
も
尽
さ
れ
た
。
，

翌
万
延
元
年
!
一
八
六

O
、
曙
覧
四
十
九
歳
の

春
、
堀
名
の
礼
彦
に
書
面
を
送
っ
た
。
ー
ー
そ
の

御
あ
た
り
は
奥
ふ
か
き
山
里
に
侍
れ
ば
、
去
年
よ

り
ふ
か
き
雪
の
う
ち
に
う
も
れ
給
へ
る
。
う
ぐ
ひ

す
の
声
な
か
り
せ
ば
、
と
い
ふ
ら
ん
や
う
に
物
さ

ぴ
し
さ
|
|
(
藁
屋
文
集
)
〉
辺
地
に
あ
る
礼
彦

の
身
を
い
た
わ
り
、
是
非
一
度
訪
ね
た
い
と
書
き

そ
え
た
が
、
勝
山
街
道
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
そ

の
念
願
を
果
し
た
。

堀
名
銀
山
の
鉱
区
は
、
水
無
山
(
七
八
四
・
四

メ
ー
ト
ル
)
の
ふ
も
と
、
旧
勝
山
道
に
は
さ
ま
れ

た
狭
長
な
地
域
三
百
坪
ば
か
り
、
間
府
(
ま
ぶ
|

鉱
坑
)
に
近
い
石
垣
積
み
の
台
地
に
建
て
た
役
宅

を
、
里
人
は
御
殿
と
仔
ん
だ
が
、
礼
彦
は
小
屋
と

い
い
、
小
屋
に
小
作
り
な
庭
も
造
っ
た
、
三
月
四

日
の
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
聞
も
な
い
日
、
曙
覧
を

こ
ζ

に
迎
え
入
れ
た
。
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手
打
ち
蕎
麦
の
も
て
な
し
に
、
主
客
膝
を
交
え

て
話
は
は
ず
み
、
一
白
は
山
の
案
内
も
う
け
、
和

や
か
な
浅
春
の
幾
日
か
を
過
し
た
曙
覧
は
、
途
中

小
舟
渡
ま
で
見
送
っ
た
礼
彦
に
、
別
れ
の
歌
三
首

を
詠
ん
で
無
事
を
祈
り
、
九
頭
竜
の
川
風
寒
い
船

渡
し
を
越
え
た
。
そ
し
て
、
ま
た
い
つ
の
日
か
再

会
を
待
っ
た
が
、
遂
に
そ
の
機
は
な
く
、
乙
れ
が

最
後
の
対
面
と
な
っ
た
。

礼
彦
堀
名
在
住
中
の
詠
と
見
ら
れ
る
短
冊
一
葉

が
あ
る
。
。
藤
ば
し
を
心
し
て
渡
れ
と
人
の
い
い

け
れ
ば
。
と
題
し
て
、

藤
な
み
の
な
み
に
や
お
も
ひ
渡
る
べ
き
こ

や
紫
の
雲
の
か
け
は
し

(
藤
橋
は
、
単
な
る
藤
づ
る
の
つ
り
橋
、
美
濃
の

旧
名
勝
に
藤
の
懸
橋
が
あ
る
が
)
そ
の
清
雅
な
道

風
流
の
書
体
は
‘
幽
放
は
曙
覧
の
書
と
は
全
く
対

照
の
も
の
、
謹
直
で
温
厚
な
人
柄
が
う
か
が
わ
れ

る
。
居
間
の
ふ
す
ま
を
町
(
小
笠
原
藩
勝
山
城
下

か
)
か
ら
運
ぶ
途
中
、
出
会
い
頭
に
荷
牛
が
暴
れ

て
傷
つ
い
た
が
、
役
夫
ど
も
に
は
と
が
め
る
こ
と

も
な
く
、
そ
の
上
に
自
作
の
画
や
歌
の
紙
切
れ
を

つ
ぎ
張
り
し
た
話
に
は
、
。
神
習
お
ほ
や
け
心
。

上
司
の
器
と
い
た
く
感
嘆
し
た
曙
覧
で
あ
る
。
神

習
う
道
に
は
つ
な
が
っ
た
二
人
で
あ
っ
た
。

堀
名
銀
山
大
規
模
の
採
拡
は
、
公
儀
開
発
の
後

を
弘
け
で
、
飛
騨
の
鉱
山
師
伊
藤
文
七
の
手
に
移

っ
て
か
ら
と
い
い
、
当
時
岡
山
系
に
続
く
隣
村
細

野
口
銀
山
と
と
も
に
、
そ
の
全
盛
時
代
で
あ
り
、

遊
女
街
も
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
従
業
の
鉱
夫

百
余
人
、
砕
鉱
臼
三
十
余
、
日
産
銀
四
貫
目
内
外

を
出
し
た
と
い
う
外
、
記
録
な
ど
の
手
が
〉
り
は

な
い
。
明
治
の
初
年
頃
よ
り
衰
え
一
始
め
、
鉱
主
も

三
菱
系
な
ど
幾
人
か
の
手
を
経
て
命
脈
を
保
っ

た
が
、
貧
鉱
は
引
合
わ
ず
、
資
金
も
続
か
ず
明

治
三
十
年
頃
廃
止
と
な
っ
た
。

曙
覧
が
、
採
掘
・
砕
石
・
選
鉱
・
溶
鉱
・
運
搬

と
、
一
貫
の
鉱
山
作
業
場
景
を
写
し
た
当
時
の
跡

は
、
今
は
日
吉
神
社
の
境
内
と
な
り
、
間
府
も
落

ち
た
三
つ
ば
か
り
の
坑
口
を
山
腹
に
と
ど
め
て
い

る
。
日
吉
神
社
(
祭
神
大
山
咋
命
)
は
、
元
近
く

の
水
田
地
籍
か
ら
鉱
区
の
一
角
に
遷
座
し
、
鉱
山

守
護
神
と
し
た
も
の
、
万
延
元
年
と
い
い
、
礼
彦

離
任
の
前
後
に
当
る
。
拝
殿
に
掲
げ
る
絵
馬
K
、

「
奉
納
、
文
久
二
年
秋
、
斐
太
冨
白
銀
之
進
」
の

も
の
が
あ
る
。
銀
之
進
は
礼
彦
の
孫
、
曙
覧
の
堀

名
来
訪
の
時
、
礼
彦
は
乙
の
孫
を
得
た
喜
ぴ
花
、

視
の
歌
を
所
望
し
た
が
、
そ
の
二
年
後
の
寄
進

で
、
銀
之
進
は
三
歳
、
馬
の
絵
と
奉
納
の
ニ
文
字

は
祖
父
礼
彦
の
手
の
跡
と
見
ら
れ
る
。
御
殿
跡
の

台
地
は
、
今
は
民
家
の
屋
敷
と
な
り
、
竹
林
お
い
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茂
る
と
こ
ろ
庭
の
面
影
が
あ
る
。

こ
の
旧
銀
山
鉱
区
の
西
、
日
士
口
神
社
境
内
に
続

く
、
通
称
「
だ
ん
が
は
な
」
の
岸
壁
の
山
上
は
、

朝
倉
始
末
記
に
見
る
一
授
の
雄
将
、
島
田
将
監
正

房
の
よ
っ
た
「
壇
ケ
域
」
の
跡
、
背
後
に
県
境
一

帯
の
山
々
を
負
い
、
勝
山
全
盆
地
を
展
望
す
る
自

然
の
要
害
地
と
な
っ
て
い
る
。
築
城
は
正
保
、
景

良
を
経
て
正
房
は
三
代
、
元
亀
天
正
の
合
戦
に
度

々
戦
功
を
重
ね
た
が
、
遂
に
固
ま
れ
て
落
城
、
加

賀
江
沼
郡
波
佐
谷
に
逃
れ
た
。
そ
の
後
八
年
、
子

の
正
良
は
故
郷
を
慕
っ
て
、
と
の
城
に
近
い
森
川

村
に
移
住
し
、
先
に
思
賞
と
し
て
本
願
寺
か
ら
賜

わ
っ
た
、
祖
師
の
御
影
な
ど
を
守
っ
て
、
近
郷
五

十
三
箇
村
の
総
道
場
に
取
立
て
ら
れ
、
「
倶
会
精

舎
」
の
一
寺
を
建
立
し
、
島
田
忠
右
衛
門
(
現
在

は
廃
家
、
寺
舎
だ
け
を
荒
土
町
別
所
に
移
る
)
の

祖
と
な
っ
た
。

さ
て
、
曙
覧
は
よ
く
乙
の
寺
を
た
ず
ね
、
好
き

な
蕎
麦
を
喜
ん
だ
話
が
残
り
、
寺
に
は
曙
覧
の
書

の
所
蔵
も
多
か
っ
た
と
い
い
伝
え
て
い
る
の
は
、

何
の
J

縁
由
に
よ
っ
た
の
か
。
島
田
の
家
譜
は
、
曙

覧
と
同
じ
く
橘
D
名
門
(
代
々
、
妻
は
朝
倉
家
、

和
田
本
堂
寺
、
三
国
道
実
家
な
ど
高
家
の
娘
)

で
、
一
脈
の
つ
な
が
り
は
見
ら
れ
る
。
先
の
富
田

礼
彦
の
短
冊
が
、
同
家
を
出
所
と
す
る
と
も
伝
え

る
な
ど
か
ら
、
曙
覧
、
礼
彦
、
島
田
と
、
た
が
い

に
往
来
の
あ
っ
た
乙
と
も
考
え
ら
れ
、
壇
城
の
旧

跡
に
感
懐
を
共
に
し
た
と
も
い
え
よ
う
か
。

大
正
十
年
頃
、
福
井
の
曙
覧
研
究
家
仙
石
亮
博

士
、
郷
土
史
家
山
下
与
卒
、
同
好
森
紫
南
蟹
本

末
辰
等
一
行
が
、
史
跡
を
た
や
す
ね
て
堀
名
に
来

山
、
博
士
に
よ
る
臨
地
講
演
も
あ
り
、

も
の
の
ふ
の
ふ
り
に
し
あ
と
を
聞
い
く
れ

ば
あ
と
か
た
も
な
く
く
っ
わ
虫
鳴
く

の
一
首
を
手
向
け
、
奇
特
に
も
不
動
像
を
安
置
し

て
、
そ
の
霊
を
と
む
ら
っ
た
む
森
紫
南
の
「
大
南

越
」
誌
に
発
表
し
た
「
曙
覧
と
礼
彦
」
の
一
文

は
、
乙
の
時
の
見
聞
を
ま
っ
て
ま
と
め
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

門
附
記
〕
礼
彦
の
曽
孫
、
粉
彦
氏
(
道
彦
l
豊

彦
を
経
て
高
山
市
に
現
住
、
令
禾
と
号
し
日
本

画
家
)
か
ら
の
親
書
に
よ
れ
ば
、
同
家
に
伝
わ

る
曙
覧
の
も
の
と
し
て
、
銀
山
八
首
の
一
軸
が

珍
蔵
と
さ
れ
、
そ
の
他
に
は
書
簡
一
通
、
短
冊

五
葉
ほ
ど
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
。
ま
た
「
越
路

の
日
記
」
は
、
美
濃
判
和
紙
七
十
四
枚
鰻
の
自

筆
本
を
所
蔵
、
も
と
二
冊
あ
っ
た
が
一
冊
は
先

代
が
分
与
さ
れ
た
。
復
刻
本
は
な
い
。
銀
山
関

係
文
書
と
し
て
、
同
家
に
残
る
も
の
も
あ
り
、

近
く
発
刊
の
「
飛
騨
鉱
山
史
」
に
録
さ
れ
る
。

礼
彦
著
書
は
全
三
十
四
種
、
七
十
五
巻
の

大
部
、
う
ち
上
枠
さ
れ
た
も
の
に
、
斐
太
後
風

土
記
二
十
巻
、
飛
騨
国
誌
一
巻
、
運
材
図
会
二

巻
、
白
梼
園
詩
抄
一
巻
が
あ
る
。
な
お
、
富
田

家
は
、
越
前
大
野
の
出
自
家
を
祖
と
し
、
旧
富

田
村
に
住
し
、
大
野
城
主
金
森
長
近
の
家
臣
と

な
っ
て
、
飛
騨
攻
略
に
従
い
、
高
山
に
土
着
し

た
と
い
わ
れ
る
。
ヘ
筆
者
は
前
福
井
新
聞
学
芸
部
長
・
J

f

森

川

」

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




